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専 門 分 野 ： ケアマネジメント論、高齢福祉論、精神保健福祉論

介護・福祉分野におけるリスクマネジメント 

キーワード： ケアマネジメント・プログラム、介護保険制度、精

神障害者地域移行支援プログラム、リスクマネジメ

ント 

 

●研究内容 

①：ケアマネジメント・プログラムの日本におけ

る活用の可能性と限界についてソーシャルワー

クの観点から、高齢福祉分野および障害福祉分野

をフィールドに研究している。 

②：介護分野におけるリスクマネジメントについ

て、システムの構築、人材の養成に焦点を当て研

究している。 

ケアマネジメント・プログラムに関する調査・

研究の必要を考えた背景には、財政の逼迫と社会

福祉ニーズの多様性に対処する必要からこれま

での社会福祉サービスの供給システムの再編を

迫られていることが挙げられる。その再編の方向

は、まずはインセンティブで誘導し労働市場へと

統合していくことで人々の福祉依存を断ち切る

ことを目指した「社会投資国家」である。と、同

時に政策評価とエビデンスを重視する観点から、

現在日本ではケアマネジメント・プログラムをサ

ービス供給システムへ組み込み、それは高齢福祉

分野にとどまらず障害福祉分野へも広げられて

いる。 

ケアマネジメント・プログラムには、利用者の

望む住み慣れた地域での生活を効率的に効果的

に継続させることが期待されている。しかし、実

際に日本では、そうした期待通りの結果が十分得

られていない。 

こうした状況にあって、ソーシャルワークの観

点から利用者の自立支援に資するケアマネジメ

ント・プログラムの実施のための条件整備、人材

の確保策について、３つのレベル（マクロ・レベ

ル、メゾ・レベル、ミクロ・レベル）から研究し

ている。 

一方、介護サービス提供システムが、措置から

契約へ転換されたことで介護事業者の責任が直

接に問われる時代となった。第三者評価システム

も導入される中で、利用者と事業者との望ましい

関係づくりを基軸として、事業者としてリスクマ

ネジメントを実施するためのシステム構築とそ

の実際の担い手となる人材の確保策について研

究している。 

 

●期待される成果と応用 

 ケアマネジメント・プログラムに関する調査・

研究では、限られた社会資源を有効に活用し、①

不必要な入院、入所の防止、②早期退院、地域移

行の促進、③利用者の自立生活支援を実現するこ

とが期待できる。 

 リスクマネジメントに関する調査・研究では、

利用者が安心してサービスを利用できる事業者

の確保および人材の養成に貢献できる。 

  
 
●想定される連携先 
①地方自治体 
②介護保険事業者 
③障害福祉事業者 
④医療機関 
⑤NPO などコミュニティビジネス 
⑥介護支援専門員協会はじめ各職能団体 
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Research 
Fields： 

Care Management Theory, Welfare for the Aged, 
Welfare for the Mental disorder, Risk 
Management in Care Field 

Keywords： Care Management, Long Term Care Insurance, 
The mentally disabled' promotions of 
leaving hospital, Risk Management 

 

●Research Topics 
①：The possibility and the limit of the use of the care 

management program in Japan are researched. This research 

has gone from the viewpoint of social work in the elderly 

person welfare field and the handicapped welfare field.  

 

②：The risk management in the care field is researched. In 
this research, the focus is applied to the construction of a 
system and the care giver skills training.  

 

●Expected Results and Application 
①：The limited resource can be effectively used. Life 
independent of client can be achieved.  
 

②：The client can use service at ease. Entrepreneur and 
care givers qualities can be secured. 

 

●Potential Partners 
①Local government 
②Long Term Care insurance entrepreneur 

③Handicapped welfare entrepreneur 

④Medical institution 

⑤Community business such as NPO 

⑥Function group in Health and Welfare 


